
■舞踊学の動向

モダ ンダ ンス とバ レエ研 究 の現状

 一80年 代DRJを 中心に一

 片 岡 康 子

は じめに

 80年 代 の幕 開け, モ ダ ンダ ンスに関連 して大 き

な話題 を呼んだのは, ニ ュー ヨー ク州立大学パ ー

チ ェス校 において開催 された"The Early Years

Modern Dance from 1900 to 1930's"(1981年4

月9～12日)で あ った。 ア メ リカのモダ ンダ ンス

研究に重要 な この時代 の様相 が, 色 々な視点か ら

提示 された この企 画に象徴 され る ように, 80年 代

に入 るや否 や, す でに20世 紀 のエ ピ ローグは始

まっていた といえ よう。90年 代 に入 った今 は, モ

ダンダンス ・パイオニアの生誕百年 とい う通過点

も過 ぎ, 巨 匠 グラハ ム(1991), ハ ン ヤ ・ホル ム

(1992)も 逝 って, モ ダ ンダ ンスの舞踊家 の直筆

資料, 写 真, フ ィル ム等 の資料 整理 に基 づ く自

伝, 伝 記, 写 真集 の出版や ビデオ制作 が相次 ぎ, 

特 に ビデオ に関 して は, こ こ数 年 間 に, シ ョー

ン, ヴ ィグマ ン, グ ラハ ム, ハ ンフ リー, リモ

ン, ホ ー トンな どの貴重 な ビデオが制作 ・販売 さ

れてい る。 また生存 中ではあるが一仕事終 えた20

世紀 の舞踊家達 の 自伝や伝記 出版 も 目白押 しで, 

この ような現象 はバ レエにおいても同様 といえ よ

う。

 さて 「舞踊学」創刊(1978)以 来 これ まで, 舞

踊学 の動 向はいろいろな視点か ら取 り上げ られて

きた(註(1)～(6))が, 今 回 は, モ ダ ンダンスとバ

レエ研究 の現状 を, ア メ リカの代表的な舞踊学会

「Congress on Research in Dance(CORD)」 の

rDance Research Journal(DRJ)」 の80年 代 を中

心(1978-1992)に 見 ていきた い。CORD関 連 で

は上林氏 が, 1967～1979年 まで のDance Research

Annual(DRA)の 重 要文献を紹介 ・解説 され(註

(3))て い る。

1.DRJ論 文 にみる研究動 向

(1)領 域 別 ・種類別分類結果

 DRJ 1980～1992か ら抽 出 され た論文 は77件, 

全 抽 出論文 を領域別 カテ ゴリーに分類 した結果は

下表 の ようになった。

〈領域別 分類結果>

 000 舞 踊 美学(11件, 14.2%)

 100舞 踊 芸術学(19件, 24.7%)

 110 作 品 研究(10件, 13.0%)

 120 舞 踊 家研究(8件, 10.4%)

 130 舞 台 美術(1件, 1.3%)

 200 舞 踊 史(8件, 10.4%)

 300舞 踊 人類学(14件, 18.2%)

 400 舞 踊 社会学(4件, 5.2%)

 500舞 踊 教育学(5件, 6.5%)

 600 舞 踊 記録法, 資 料検索(3件, 3.9%)

 700心 理 学(6件, 7.8%)

 800パ イ オメカニクス(7件, 9.1%)

 (解 剖, 生理, 栄 養 を含む)

 以 上 よ り, 主 た る 領 域 は100舞 踊 芸 術 学

(24.7%), 300舞 踊 人類学(18.2%)で あ った。

次いで, 000舞 踊 美 学(14.2%), 200舞 踊 史

(10.4%), 800バ イ オメカニクス(9.1%), 700

心 理 学(7.8%)の 領 域 であった。 また舞踊芸術学

の論文 内容 の殆 どは舞 踊史 と クロス討議 してお

り, これ らを一括する と歴史 的視点を もった研究

(27件, 35.1%)が 最 も多 くなる。500舞 踊 教育

学 領域 は少 なか った が, 参 考 ま で に80年 代 の

JOHPERDの 結 果(註(2))を み てみる と, 舞 踊 教

育学領域(61.4%)が 大部分 を占め, つ いでバイ

オメカニクス(8.7%), セ ラ ピー(6.5%)と な っ

てお り, 学 術誌 で はな いがDance Magazineを み

て み る と, 70年 代 か らバ レエ 教 授 法(Ballet

Pedagogy)の 領 域が充実 して きている。

 DRA第2巻(1970)で 特 集 され, 70年 代DRJに

は み られたダ ンスセ ラピー領域 は, 80年 代 以降は

皆無であ った。 ア メ リカ ・セラピー学会の充実に

伴 ってrAmerican Dance Therapy Journal」(1966

年 創 刊)に セ ラピー関係論文 は移行 してい るので

あろ う。なお, 日本 でも本年(1992), ダ ンスセ ラ

ピー学会が創立 され, ダ ンスセラピー研究の進展

が大いに期待 される ところである。

 以 上の領域別 内容 を研究対象の種類別でみてみ

ると, 400舞 踊 人類学(14件)を 除いて63件 中, 

a.バ レエ(25件)とb.モ ダ ンダンス(10件)

が 大半 を占め, 舞 踊美学及び心理学やバイオ メカ

ニクスの ような基礎研究領域 では, バ レエ, モ ダ

ンダ ンス と対象 を明記 した論文 もあ るが, 対 象 を

ダ ンス とだけ している論文が多 く, c.ダ ンスー

般が28件 となっている。

(2)領 域別概観

 こ こでは, モ ダ ンダンスとバ レエを対象に した

主要論文を中心 に領域別概観を行な う。

 000舞 踊 美学

 まずF.ス パ ーシ ョッ トの論文があげ られる。

Francis Sparshott, 1982/15/1, 0n The Questio-

n:Why Do Philosophers Neglect The Aesthetics

of The Dance?, pp.5-30。 この論文 では, 一 般 的芸

術理論はダ ンスに即適用 出来ない として, それ ら

の点 とその理 由を, ソ クラテスか ら現 代 のM.
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シーツ, S. J.コ ーエ ンに至 るまでの美学論 と数人

の舞踊家や作品 とを突 き合わせなが ら舞踊美学 の

核概念を論議 してい る。 この論文 の表 題 は, 「な

ぜ哲学者は舞踊美学を無視するのか」 となってお

り, 哲 学者につ きつけた質問状で もある。

 次 にJ.B.ア ル ターの論文が あげ られ る。 Judith

B.Alter, 1992/24/1, Havelock Ellis's Essay
"The Art of Dancing" :Reconsideration, pp

.27

-35。 この論文 は, J .マ ー テ ィン, M.ド ゥ ブ

ラー, W6ソ レル, W.テ リー, F.L.ロ ジ ャー

ス, F.ス パ ーシ ョット等数多 くの舞踊著作 に引

用 され てい るハ ヴ ェロ ック ・エ リス のエ ッセ イ

「The Art of Dancing」(H.エ リス 著, The

Dance of life, 1923, pp.34-63.所 収)を, 各 著 作

に引用 され ている箇所を論議 しなが ら, あ らため

てエ リスの論全体を再考 している。

 また ユニークなテ ーマ としては, 熱 力学 の第2

法 則 エン トロピーとダンスを関連づけなが ら, ダ

ンス コミュニケーシ ョン, 振 付過程, 芸術創造 の

意義 な どを探 った論文, Judith A. Gray, 1981-82

/14/1&2, The Law of Entropy and Dance, pp.47
-50 ., そ の他 「マゾヒス トとしてのダ ンサー」や

「ダ ンス とフ ェ ミニス ト」 を論 じた論文, Jock

Abra, 1987-88/19/2, The Dancer as Masochist, 

pp.33-39., Ann Daly, 1991/23/1, Unlimitted

Partnership:Dance and Feminist Analysis, pp.2-

5.な どがあげ られ る。

 100 舞 踊 芸術学

 110作 品 研究 で は, 第1に, Richard Bizot, 

1984/16/1, Lester Horton's Salome, pp.35-40., 

L.ホ ー トン(1906～1953)の 「サ ロメ」の研究

であ る。 オスカー ・ワイル ドの原作に もとついた

「サ ロメ」 は, ホ ー トンが初演(1934)以 来 亡 く

な る1953年 ま で, 約20年 間 追 い続けた生涯のテ ー

マであ り, そ の間5回 改訂 して発表 した6作 品ぽ

コンセプ ト, 振 付 ・演 出 のス タイル, 音 楽, 衣

装, 装置 が全 く異 な っている6こ れ らの内容を中

心に, 意欲 的な資料収集 と生存す る関係者の証言

等を用 いて芸術家 の内的軌跡 とそ の作品の外的変

容を探 った興味深 い論文 である。

 次 にMarcia B. Siegel, 1989/21/1, The Green

Table-sources of a classic, pp.15-21.こ の論文 は, 

K.ヨ ー スの作 品 「グ リーンテーブル」の原点を

中世の死 の舞踊 の壁画, と くにそ こに描かれてい

た死神 にあ る と して中世 との関 わ りを 明 らか に

し, さ らに舞踊作 品の空間性を絵画の構図 と比較

検討 して多大 な示唆 を与 える論文であ る。 すでに

シーゲルには, グ リーンテーブルの登場人物にみ

られ る動 きの質 を明示 し, そ れ らの動 きに対す る

独 自の解釈 を展 開 した 論文, The Green Table:

Movement Masterpiece, Art in Society, 1968, 

pp.447-452.が あ る。

 さ らに作 品研究 の方法論をテーマに した論文 ヂ

Sheila Marion, 1992/24/1, Studying Water

Study, pp.1-12.が あげ られ る。 この論文では, ア

メ リカの大学 において, ノ ーテー シ ョン授業 のテ

キス トに用 い られ, 今 日で もしば しば上演 され る

D.ハ ンフ リーの 「ウ ォーター ・ス タデ ィー」 に

関す る4つ の先行研究論文, す なわち(1)M.シ ー

ゲル, (2)D.ジ ョ ウ ィッ トの解釈 学 的分析 と(3)

A.ロ デ ィガー, (4)M.デ イ ビス とC.シ ュマイ

スの記号的分析 を用 いた研究結果を比較検討 しな

が ら舞踊作 品研究 の方法論 の論議を試 みている。

 そ の他, ス トラ ビンスキ ーの音 楽 に よる 「結

婚」の アメ リカ初演 は1929年4月25日 ニ ュー ヨー

クの メ トロポ リタンオペラハ ウスであ ったが, そ

こで上演 され た のは ブ ロニス ラヴ ァ ・ニジ ンカ

(1891-1972)の 作 品(1923)で は な く, 同世 代

のロシアの女 性, 元 ボ リシ ョイの フ.リマ ・バ レ

リーナ, エ リザベータ ・アンダーノン ・イ ヴァン

ゾヴァ(1890一 」1973)の 振 付た作品であ った とい

う事実を経 いた論文, Lawrence Sullivan, 1981-82

/14/1&2, Les Noces:the American Premiere, 

pp.3-13.さ らに, 美 術 家 レー リッヒに関す る視 覚

的資料か ら 「春の祭典」 におけ るニジンスキ ーの

振付方法に アブ.ローチ し, 1987年 の再現上演を実

質的 に リー ドした論文, Millicent Hodson, 1986-

87/18/2, Nijinsky's Choreographic Method:

Visual Sources from Roerich for Le Sacre du

pritemps, pp.7-15.な どが あげ られ る。

 ま た最新号(1992/Fall/24/2)に は チ ューダ ー

の 「ダーク ・エ レジ ー」(1937初 演)研 究('89

CORD会 議 のパネルに基づいた特集)が 掲 載 され

ている。 第1の 論文では, フ ロアパター ンや ラバ

ノーテーシ ョンを用いた動 きの分析 か ら振付 の特

性 が, 第2の 論文では, ABTと ス ウェーデ ン ・バ

レエ団の演技比較及び映像に よる伝達 の問題が, 

第3の 論文 では, この作品に登場す る女 と男の性

役 割を台本, 動 き, 衣 装, 空 間 関係か ら分析 して

作 品の世界 が論 じられて い る。(1)John Giffin, A

Dance Director's Investigation into Selected

Constitutive Properties of Antony Tudor's Dark

Elegies, pp.19-24.(2)Vela Maletic, The Identity

of Tudor's Dark Elegies as Mediated by Two

Dance Companies and Two Technologies, pp.25

-27 .(3)Ann Dils, Dark Elegies and Gender, pp.28

-30.

 120舞 踊 家 研 究 に つ い て は, モ ダ ン ダ ン ス で

は, D.ジ ョ ウ イ ッ トの 「ダ ン カ ン の イ メ ー ジ 」, 

Deborah jowitt, 1985-86/17/2&18/1, Images of

Isadora:The Search for Motion, pp.21-29., D.

S.ホ ー の 「ヴ ィ グ マ ン の 理 論 と振 付 」 に 関 す る 研

究, Dianne S. Howe, 1987/11g/1, The Notion
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of Mysticism in the Philosophy and Choreogra-

phy of Mary Wigman 1914-1931, pp.19-24., バ

レエ で は, K.ネ ル ソ ン の 「フ ォ ー キ ン 」, Karen

Nelson, 1984/16/2, Bringing Fokine to Light, 

pp.3-12., C.メ イ ヤ ー の 「ル ビ ン シ ュ タ イ ン 」

な ど が あ る。Charles S. Mayer, 1989/20/2, Ida

Rubinstein:ATwentieth-Century Cleopatora, 

pp.33-51.

 さ ら に 最 新 号(1992/Fall)に は, ナ チ の ワ ル

シ ャ ワ 侵 攻(1939)直 前 の1年 間(1937-1938), 

ポ ー ラ ン ドバ レエ 団 で ニ ジ ン ス カ が 行 な っ た 活 動

の 詳 細 を, 当 時 の ダ ン サ ー へ の イ ン タ ビ ュ ー, 新

し く手 に 入 れ た 当 時 の フ.ロ グ ラ ム, 写 真, 新 聞 批

評 な ど か ら 明 ら か に し た 論 文, Lisa C. Arkin, 

1992/24/2, Bronislava Nijinska and the Polish

Ballet, 1937-1938:Missing Chapter of Legac-

y, pp.1-16.が 掲 載;さ れ て い る。 高 揚 す る ナ シ ョナ

リズ ム と 自 己 の モ ダ ニ ズ ム 美 学 の 狭 間 で 葛 藤 し つ

つ5作 品 を 発 表 し た 舞 踊 家 ニ ジ ン ス カ の 実 像 を 描

き だ そ う と し て い る。

 そ の 他, 一 般 的 に あ ま り知 ら れ て い な い20年 代

ロ シ ア の 振 付 師 に 関 す るE.サ ウ リ ッ ツ の2論 文

が あ る。(1)Elizabeth Souritz, 1985-86/17/2&18/

1, Feder Lopukhov:ASoviet Choreographer in

the 1920's, pp.3-20.(2)Erizabeth Souritz, 1989/20

/2, Soviet Choreographers in the 1920's:Kasian

Yaroslavich Goleizovsky, pp.9-22.

 130舞 台 美 術 に つ い て は, デ ィ ア ギ レフ ・バ レ

エ ・ リ ュ ヅス の 初 期 に 美 術 を 担 当 し 革 命 的 業 績 を

あ げ た ニ コ ラ イ ・ レ ー リ ヒ と そ の 舞 台 美 術 に 関 す

るK.ア ー チ ャ ー の 論 文 が 注 目 さ れ る。Kenneth

Archer, 1986-87/18/2, Nicholas Roerich And

His Theatrical Designs:AResearch Survey, pp.3

-6 .こ の 論 文 は, 上 述 したM.ホ ド ゥ ソ ン に よ る

「春 の 祭 典 」 の 再 現 上 演(1987年)に も 関 与 す る

貴 重 な 資 料 を 提 供 し た と さ れ て い る。 し か し ア ー

チ ャ ー は, パ リ, ロ シ ア, イ ギ リス, ア メ リ カ, 

イ ン ドな ど3大 陸 を ま た に か け, 美 術 の み な ら ず

歴 史, 考 古 学, 哲 学 か ら赤 十 字 な ど の 社 会 活 動 に

至 る ま で の 多 面 的 分 野 で 活 躍 し た レ ー リ ヒ の 研 究

は 地 理 的, 語 学 的 壁 も あ っ て, 断 片 的 資 料 が 明 ら

か に な っ た に 過 ぎ ず, 全 貌 が 明 ら か に な る の は こ

れ か ら で あ る と し て い る。

 200舞 踊 史

 ま ず 第1に, バ レ エ ・モ ダ ニ ズ ム を 探 るL.

ギ ャ ラ ホ ラ の 論 文。Lynn Garafola, 1989/20/2, 

The Making of Ballet Modernism, pp.23-32。 こ れ

ま で, 多 くの 歴 史 家 に よ っ て バ レ エ ・モ ダ ニ ズ ム

の 発 祥 地 点 は, ジ ャ ン ・コ ク トー の 台 本, エ リ ッ

ク ・サ テ イ の 音 楽, ピ カ ソ の 装 置, レオ ニ ー ド ・

マ シ ー ン の 振 付 に よ る 「バ ラ ー ド」(1917)と さ れ

てい るが, 近 代 主義へ の転機 は, デ イ アギ レフと

大戦中のイ タ リア ・アヴ ァンギ ャル ドとの出会 い

に あ り, 「バ ラー ド」は発端で はな くモ ダニズ ム

の集大成であ るとい う仮説 に立 って, 特 に1914-

17年 を 重要な時期 としながら, バ レエ ・リュ ッス

の活動を, 未 来主義, ネ:オプ リミテ ィビズ ム, ビ

リ:オド・モ ダニズ ムとの関連 で解 き明か して新 た

なバ レエ ・モ ダニズ ムの考察 を展開 してい る。

 そ の他, 19世 紀 ロシアのバ レエに関 して2つ の

論文が ある。(1)Lynn Garafola, 1985-86/17/2&18

/1, The Travesty Dancer in Nineteenth-Century

Ballet, pp.35=4.20Paul Schmidt, 1989/20/2, 

Pushkin and Istomina:Ballet in Nineteenth-Ce-

ntury Russia, pp.3-7.

 これ らの論文 と120舞 踊 家研究 の論文を あわせ

て考 えると, バ レエ ・リュッスの ようにすでに先

行研究 の多 い対象か ら未だ手付かず のものまでを

含 めて, ロ シア関連 のバ レエ に対す る関心 が高

まっているといえ よ う。

 バ レエ技術史 としては, オ ウガスタ ・ベ ス トリ

ス と技術 の発展に関す る論 文, John V. Chapm-

an, 1987/19/1, Auguste Vestris and the

Expansion of Technique, pp.11-18., ボ ア ン ト技

法 の初 期 の 発 展 に 関 す る 論 文, Sandra Noll

Hammond, 1987-88/19/2, Searching for the

Sylph:Documentation of Early Developments in

Pointe Technique, pp.27-31.が あ る。

 次 にモダンダンスでは, ベ ニ ン トン ・スクール

開校(1933)以 前 のモ ダンダ ンスにつ いて書かれ

たM.シ ーゲルの論文, Marcia B. Siegel, 1987/

19/1, Modern Dance Before Bennington:Soring

It All Out, pp.3-9.が あ る。アメ リカモダンダンス

初期 の様相はベ ニン トン以前 と以後 では大 き く異

な り, そ こにひ とつの区分線 を引 くことが 出来 る。

ベニン トン以前 は ダ ンカ ン, デ ニシ ョー ンであ

り, ベ ニン トン以後 は ビッグフ ォーと言われ るグ

ラハム, ハ ンフ リー, ワ イ ドマ ン, ホ ル ムらが

ニューヨークに結 集 して, 個 別 に, 時 に は組織 的

に芸術活動を展開 し, ア メリカが生み 出 したモダ

ンダンスが確 立 して い く時代 であ る。 この論文

は, そ のベ ニン トン以前, 特 に, 新 しい芸術の創

造 に燃 える多 くの若手がニ ュー ヨークに集 ま り, 

活 発 な活動を開始 したベニ ン トン開校直前に焦点

をあててい る。1928-29年 の ニ ューヨークシーズ

ン(10-5月)に は小 さい公演や イベ ン トを除い

ても129公 演 が開催 された とい う。 これ らの舞踊

活動を新聞記事な どか ら拾 いあげて, そ の当時の

多 くの舞 踊家 を 追 い なが ら, ダ ンカ ンや デ ニ

シ ョーンの影響 か ら離れ てアメ リカ ・モダ ンダ ン

スが成立 してい く様相 の一端を明 らかに している。

 500 舞 踊 教育学
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 バ レ エ 教 授 法 に 関 す る3論 文 が あ げ られ る。 ま

ず, テ ク ニ ッ ク ・ク ラ ス と 振 付 ク ラ ス に お け る 教

師 の 行 動 を 分 析 したM.ロ ー ドの 論 文, 次 に, バ

レ エ に お け る 生 徒 の 演 技 を 考 察 し たG.カ ッ シ ン

グ の 論 文, そ して ソ デ バ ス ク の 新 し い 指 導 方 法 を

考 案 し たH.C.ワ イ リ ー の 論 文 で あ る。(1)Madelei-

ne Lord, 1981-82/14/1&2, A Characterization

of Dance Teacher Behaviors in Technique and

Choregraphy Classes, pp.15-24.(2)Gayle Kassing

and Lynn Mortensen, 1981-82/14/1&2, Critiquing

Student Perfromance in Ballet, pp.43-46.

(3)Hannah C. Wiley, 1987-88/19/2, A New

Model for Teaching Saut de Basque, pp.9-13.

 700心 理 学

 バ ラ ン ス 系 技 術 演 技 中 の モ ダ ン ダ ン サ ー の 集 中

力 に つ い て 研 究 し たN.ジ ェ ッ トの 論 文, Nadine

Jette, Jacqueline Shick, and June Stoner, 1985/

17/1, Concentration of Modern Dancers While

Perfoming Balancing Tasks, pp.21-25, バ レ エ ダ

ン サ ー の 舞 台 と リハ ー サ ル で の 心 理 生 理 的 緊 張 を

分 析 したP.ヘ リ ン の 論 文, Pertti Helin, 1989/

21/1, Mental and Psychophysiological Tension

at Professional Ballet Dancer's Performances

and Rehesrsals, pp.7-14。 こ の 心 理 学 領 域 に つ い

て は, CORDのDRA第11巻(1978)で 特 集 が 組 ま

れ て い る。

 800 バ イ:オ メ カ ニ ク ス

 モ ダ ン ダ ン サ ー の 生 理 学 的 プ ロ フ ィ ー ル を 明 ら

か に し た 論 文, Steven J. Chatfield, William C.

Bynes, David A. Lally, and Sharon E. Rowe, 

1990/22/1, Cross-sectional Physiologie Profiling

of Modern Dancers, pp.13-20., グ ラ ン バ ッ ト マ

ン ・ ド ゥバ ン の 技 術 分 析 を し た 論 文, Rhonda S.

Ryman and Donald A. Ranney, 1978-79/11/1&2, 

APreliminary Investigation of Two Variations

of the Grand Battement Devant, pp。2-11.技 術 の

進 歩 と競 争 の 激 化 に よ り細 い 身 体 が 要 求 され る バ

レ リ ー ナ の 栄 養 状 態 を 調 査 し た 論 文, Jane M.

Bonbright, 1989/21/2, The Nutritional Status

of Female Ballet Dancers 15-18 Years of Age, 

pp.9-14.な どが あ げ ら れ る。

 以 上, モ ダ ン ダ ン ス と バ レエ を 対 象 に し た 論 文

を 概 観 し て き た が, 舞 踊 家 と 舞 踊 作 品 研 究 及 び 舞

踊 史 研 究 が 充 実 し て い る と い え よ う。 し か し, 技

法 を 中 核 に 据 え た 舞 踊 上 演 学 研 究 や ポ ス トモ ダ ニ

ズ ム 以 降 の 現 代 の 舞 踊 作 品(モ ダ ン ダ ン ス, バ レ

エ を 含 め)に き り こ ん だ 論 文 が な か っ た こ と は 淋

し い。1回 性 の 舞 台 や 生 き て い る 作 家 を 研 究 す る

難 し さ は あ る も の の, 評 論 だ け に 止 ま ら ず, 踊 り

手 の 演 技 そ の も の や, 現 在 活 躍 中 の 振 付 師, 作 品

を対象に した研究が行 なわれ ることに よって, 舞

踊家に関す る資料や瞬時に消える舞踊作品の資料

を収集 ・整理 して残 してい くとい う役割を, 舞 踊

研究 も担 って行 くべ きで はな いか と考 え る。 ま

た, 理 論体系 と科学 的客観性 の総合 とい う視点か

らみ ると, DRJで は, 理 論 研究 とテ クノロジーを

駆使 した実験:研究は平行線 のままで, 総 合的成果

を挙げた研究は残念 なが ら未だ見 当らなか った。

紙数及び時間の制 約か ら現状概要 に終止 したが, 

ご照会があれば可能 な範 囲で情報提供を したい。

おわ りに

 1974年 に 初版 が出版 され て以来, 毎 年補遺版が

出版 されて きた 「ニ ュー ヨーク ・パ ブ リック ・ラ

イ ブ ラ リー ・ダ ンス コ レク シ ョ ン(NYPL'S

Dance Collection)」 が, 1990年 補 遺版を含む全編

がディス ク化 されて 「Dance on Disc」(ONCD-

ROM, G. K. Hall&Co.)と して発売 された。 充実

した コ レクシ ョン内容 は, 図書館側 の努力 もさる

ことなが ら, 多 くの研究者や舞踊家が寄贈す ると

い う事情に支え られて もいる。 特 に, 舞 踊家が寄

贈 した一次資料 は貴重 であ り, コ レクシ ョンを利

用 して まとめ られた研究 も多 く(と い うよ り利用

しない研究はない と言 った方が 当た ってい る), 

舞 踊 学の発展に果 た した役割 は多大で ある。

 今 後, 日本 において もダ ンス ・ライブラ リーの

体制が早急に整 うことが望 まれ るが, さ らに1993

年8月 東京で開催 される 「アジア国際舞踊会議 と

フェステ ィヴァル(JADE'93)」(註(8))の よ うな

国際会議や 国際 的共 同研究 な どの一 層 の推進 に

よって, 日本 の情 報 を世界 に 向け て発信 しなが

ら, 研 究成果を体系的に累積 してい くことも必要

で あろ う。
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